
【海岸堤防・護岸におけるリアルタイム波浪うちあげ高観測手法の開発】 （事後評価）
技術開発課題 法人名 評価 事後評価コメント

海岸堤防・護岸におけるリアルタイム波浪うちあげ
高観測手法の開発

東京大学・五洋建設 A Ａ評価のためコメントなし

海岸堤防・護岸におけるリアルタイム波浪うちあげ
高観測手法の開発

情報通信研究機構・クレアリンクテ
クノロジー・徳島大学大学院

A Ａ評価のためコメントなし

河川砂防技術研究開発公募　　革新的河川技術部門

令和５年度採択テーマ　事後評価結果

【評価基準】
A：開発目的は達成され、十分な開発成果があった。
B：一定の開発成果があった。（コメントあり）
C：開発成果があったとは言い難い。（コメントあり）


